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【学校教育目標】 思いやりの心を持ち、自ら学び、健康でたくましく、生き生きと輝く児童の育成
【 具 体 目 標 】 ◯仲良く助け合える子（徳） ◯よく考え学び続ける子（知） ◯進んで体をきたえる子（体）

５年生が「キャベツ」学習で交流していた
岡山県 津山市立広戸小学校 からの贈り物

学校だより８号(６／24発行)に取り上げ掲載しました岡山県広戸小学校の校長先生からお便りがありまし
た。広戸小学校は以前紹介した通り、嬬恋村や西部小が、５年生の社会科の教科書内で学習教材として紹介
されていることから、広戸小が嬬恋村教育委員会に連絡し、「キャベツ」についての学習を深めたい旨を伝え
資料請求をしました。この時、村教委は西部小を紹介し、そこから５年生同士の交流学習が始まりました。
教科書をきっかけに交流を始めたことを、熊川村長さんに知らせる機会があり報告したところ、村長さん

自ら広戸小に「キャベツ」を送ってくださったことがありました。
【余談ではありますが、これをきっかけに、津山市長さんとの交流にもつながっているとのことです。】

広戸小の取組とその波及効果
さて、今年度、広戸小学校は「食育」の研究の指

定を県教委から受け、岡山県教委や美作大学(みまさかだい
がく：『食と子どもと福祉の大学』と言われています。)の後援のもと、「食育」
に関する授業実践を積んできたそうです。その中で
美作大学の先生が、交流を重ねてきた西部小のこと
や嬬恋村、そして何よりも「キャベツ」について強
く関心をお持ちになったのだそうです。

大学では学生も関わりながら「嬬恋のキャベツ」
について考察を進め、同時に、多数の栄養士さんを
輩出している大学ということもあり、「キャベツ」料
理の「レシピ」を始め、「キャベツ」についての考察
をしてくださいました。それらは、広戸小の保護者
に向けても発信され、もちろん「レシピ」は各家庭
で活用されているとのことでした。

広戸小学校の校長先生にしてみると、嬬恋村や西
部小との縁で、思わぬ方向で研修や役立つ知識がも
たらされ、そのことを書き綴り、「レシピ」や「キャ
ベツの魅力」が書かれた資料を同封してくださいま
した。何よりも、５年生の子どもたちの交流が生ん
だ大きな収穫であったようです。

「レシピ」等の配信について
この「レシピ」はオクレンジャーに添付し紹介す

るとともに、ホームページにも掲載します。
ふと感じたのですが…、『「レシピ」による味の詳

細は、私には分からないのですが、岡山県は中国地
方であり、もしかしたら、この関東近県とは味付け １年生の黒岩竜誠君の「読書感想文」が１月14日の
が違うかもしれないのでは…。』そんな興味も湧いて 毎日新聞に掲載されましたので、感想文全文をご紹介
きました。ぜひ、お試しください。 します。今後は全国審査を受けることとなります。

３学期が始まりました。１年のまとめをしっかりしていきましょう。

西部小



広戸小学校の教育実践の中で…
今回は、広戸小の特集のようになってしまいましたが、この学校が目指していた「食育」教育の中に『食

品ロスをなくす』という実践がありました。広戸小の保護者にも啓発活動をしてきたとのことでした。送ら
れた資料の中に、以下のものがありました。「余計なこと…」とは感じていますが、この通信にそのまま掲載
させていただきます。当たり前の内容となっていますが、ご覧いただければ幸いです。我が家にとっても、
我の身にとっても参考となるアドバイスと思い、掲載させていただきました。
広戸小の課題の一つが、給食の「残飯」が多いというのがあったそうです。こうした背景の下、研究指定

校となったようですが、一連の「食育」教育によりその量が減り、児童の中に「食品ロス」を意識する言動
が身に付いてきたそうです。

自転車に関する
条例改正

見づらい内容とな
ってしまいました。
詳細は回覧板等でも
回ると思います。
ご確認をお願いい

たします。


